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【イベント内容】

◇大漁祈願祭
◇みなとのまち大漁パレード
　海上パレード
　境港荒神神楽太鼓
　みこしパレード（外江女みこし西華）
◇お祭り広場（イベント、飲食ブースなど）
　ちびっこ縁日
　国際若者ブース・一般ブース
　郷土芸能披露（安来節、境さんこ節、関乃五本松節）

　踊りステージ
　何でも自慢大会 
　三地直装イワシマンショー
　みなとLIVE（美保基地ジャズ研究部、ザ・マッケン
　　　　　　　　ロー、港B'z、港ベンチャーズ）
　＜同日開催＞第２２回ゲゲゲの鬼太郎ゲタ飛ばし大会
◇街かどマジックショー
◇境港大漁太鼓
◇花火大会

第７８回みなと祭
昭和２１年に戦後の復興を祈願し始まった「みなと祭」は、今年で78回を迎えます。令和２、３年は関係者による神事
のみで、令和４年は規模を縮小し開催しましたが、今年は４年ぶりに以前の規模に戻し、水木しげるロード周辺で開催します。

▼と　き　７月２３日（日）

▼ところ　水木しげるロード周辺

【関連イベント情報】

▼問い合わせ先　みなと祭企画実施本部事務局　
　　　　　　　　☎４７－３８８０

イベント名 開催予定日

第３２回境港ペーロン大会

７月３０日（日）
第５１回境港ボートレース大会

第３６回大漁カップヨットレース

第３４回Sun-in ビーチバレー大会

【中止】妖怪ジャズフェスティバル２０２３

新型コロナウイルス感染症が５月８日より５類に移行さ
れましたが、フェスティバルを開催するための準備期間が
十分に取れなかったため、今年も中止となりました。

２０２３JSAF海と日本プロジェクト セーリング in境港
【セーリングディンギー体験】

▼と　き　７月２２日（土）午前９時～正午（定員１０人）
【サンセットクルージング】

▼と　き ７月２２日（土）午後６時～７時３０分（定員２５人）
【セーリングクルーザー体験】

▼と　き　７月２３日（日）午前９時～正午（定員２５人）
【カヌー体験】

▼と　き ７月２３日（日）午後１時３０分～４時（定員１０人）
※濡れてもよい服装で、帽子・タオルなどはご持参ください。
※主催者で、イベント保険に加入しています。

▼問い合わせ先
　ＮＰＯ法人美保湾ヨットクラブ
　松本さん
　☎０９０－９０６４－５１９７ 

【交通規制のお知らせ】
　みなと祭当日は交通規制を行います。規制中は現地交通誘導員の指示または案内看板などに従って迂

うかい

回をお願いします。
会場までは、なるべく公共交通機関でお越しください。

申し込みはこちら

～まちの話題～
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～まちの話題～～まちの話題～

日頃の訓練の成果を披露
　　～消防ポンプ操法大会が開催されました～
　消防団員が日頃の訓練で培った消防技術を競い合う、境
港市消防ポンプ操法大会が６月４日（日）に境港消防署で
開催されました。
　消防ポンプ車を使用した消火活動の正確さと速さを審査
し、今大会は中浜地区を管轄する第３分団が優勝しまし
た。
　消防団は、さまざまな仕事を持つ地域住民で構成され、
防災リーダーとして街を守る存在です。あなたも消防団に
入団してみませんか。

美保基地に４年ぶりのにぎわい！
　　　　　　～ブルーインパルスは６年ぶり～
　５月２８日（日）に４年ぶりとなる美保基地航空祭が開催
され、４万人の来場者でにぎわいました。
　６年ぶりとなるブルーインパルスによるアクロバット飛行
や最新機種の空中給油輸送機ＫＣ－４６Ａなどの地上展示、
在スーダン邦人の輸送に使用された美保基地のＣ－２輸送機
による編隊飛行などが行われました。

　世代を超えた交流
　　　　　　～ｅスポーツで交流しました～
　地域学校コーディネーターの声掛けで、地域の人たちが誠道公民
館で取り組む子どもたちの居場所づくり「シークレットベース誠
道」が、5月17日（水）に行われました。参加した子どもたち15
人は、大人と一緒にいちごあめを作ったり、勉強したりと自由に過
ごしていました。境港市で来年度開催される「ねんりんピック」
の種目のひとつ、eスポーツを体験してもらおうと準備したゲーム
「太鼓の達人」を通して、中学生と大人が交流する姿もありまし
た。ビデオゲームは初めてだからと緊張気味にバチを振る大人を、
ゲームに慣れた中学生たちが手拍子で応援。終わった後には大きな
拍手も起こり、子どもと大人がお互いにエールを送り合える楽しい
会となりました。大人が子どもに教えるのもいいけど、子どもたち
が大人をリードする機会があるのは地域の居場所ならでは。居場所
づくりを通して子どもと大人が交流する機会が増えるといいですね。

絵本でつなぐ親子のふれあい
～「ひまわり」に絵本が寄贈されました～
５月２２日（月）、国際ソロプチミスト境港様（足立
明美会長）から地域子育て支援センターひまわりに、絵本
（１８冊）を寄贈いただきました。
　贈呈式の後、早速子どもたちへ寄贈された絵本の読み聞
かせを行い、子どもたちは新しい絵本に興味津々の様子
で、食い入るように見つめていました。
　今後、頂いた絵本は施設を利用する多くのご家族に読ん
でもらい、絵本を通じて親子で楽しい時間を過ごしてもら
いたいと思います。

写真提供：航空自衛隊美保基地

3　令和５年７月
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【申し込み・問い合わせ先】総務課職員係　☎４７－１００９

▼採用職種など

◇資格等要件　詳細は市ホームページの実施要項でご確認ください。

▼一次試験日　９月17日（日）

▼申し込み方法　インターネット、郵送または持参のいずれかの方法で行うことができます。
　　　　　　　　（詳細は、市ホームページをご覧ください）

▼申込期限　　８月31日（木）

職種 募集人数 年齢要件

一般事務 2人程度 平成５年４月２日以降に生まれた人

土木技師 1人程度 昭和５８年４月２日以降に生まれた人

境港市中期職員採用計画

【令和６年４月１日採用の職員を募集します】

市報さかいみなと　4



１．職員の任免、職員数に関する状況
（１）採用試験の実施状況（令和５年４月採用分）

（２）採用の状況
【令和４年４月採用】
　◇一般事務：９人　◇土木技師：１人　
　◇建築技師：１人　◇保健師：２人
【令和４年１０月採用】
　◇一般事務：２人
（３）退職の状況

（４）職員派遣の状況
　◇鳥取県後期高齢者医療広域連合 ：１人 （平成２５年４月～）
　◇一般社団法人境港水産振興協会 ：１人（平成２５年７月～）
　◇鳥取県職員人材開発センター：１人（令和４年４月～）
　◇中海・宍道湖・大山圏域市長会：１人（令和４年４月～）

２．職員の人事評価の状況
　◇評価の回数：２回
　◇評価の時期：上期９月、下期３月
　◇評価の対象者数：上期２３５人、下期２２６人

３．職員の勤務時間等の状況
（１）標準的な勤務時間（令和５年４月１日現在）
　◇１週間あたり３８時間４５分
　◇午前８時３０分～午後５時１５分
　　（休憩時間：正午～午後１時）
（２）年次有給休暇の取得状況
　◇１人当たり平均取得日数：１０日と５時間
　◇取得率（総取得日数／総付与日数）：２８．６％
　※有給・特別休暇の集計期間は令和４年４月１日から
　　令和５年３月３１日

（３）特別休暇の取得状況（主なもの）

（４）旅費（一般職および特別職）

４．職員の休業の状況
■育児休業の取得状況
　◇新規：５件　◇前年度からの継続：２件

５．職員の分限、懲戒処分の状況
　◇分限処分　　休職５人

６．職員の研修の状況
■市が独自に行うもの
　　新規採用職員研修、職員の働き方改革、市役所職員の
　ための図書館活用講座、メンタルヘルス研修、人権研修、
　筆談セミナーなど
■鳥取県職員人材開発センターが開催するもの
　　仕事の進め方講座、実務に役立つ！条例・規則の作り
　方、自治体法務講座など
■全国市町村国際文化研修所が開催するもの
　　公営住宅実務、地方公会計制度（総務省と共催）

７．職員の福祉の状況
■健康診断の状況
　　定期健康診断、人間ドック、特別定期健康診断、婦人
　検診、 がん（胃・肺・大腸）検診、歯科検診

区　分 申込者数 第１次試験
受験者数（A）

第１次試験
合格者数

最終合格者数
（B）

競争率
（A）／（B）

一般事務 46人 35人 15人 6人 5.8 倍
電気技師 1人 1人 1人 1人 1.0 倍
栄養士 10人 9人 4人 1人 9.0 倍

▼問い合わせ先
総務課職員係　☎４７－１００９

日当
（１日当たり）

宿泊料（１夜当たり） 食卓料
(1夜当たり )県内 県外

1,100円 9,800円 10,900円 1,100円

区　分 定年退職 早期退職 その他
令和５年３月３１日付け 7人 2人 3人

年度中途 0人 0人 2人

休暇種類 取得人数 取得日数
夏季 244人 714日
服喪等 26人 59日
結婚 2人 9日
出産 9人 412日

子の看護 37人 118日と 10時間

人 事 行 政 の 運 営 状 況人 事 行 政 の 運 営 状 況
令和４年度の職員に関する人事行政の運営状況をお知らせします。
　（別途、公表済みの給与および職員数に関するものは除きます。）

5　令和５年７月



▼対象団体　　　団体の運営に関する規約などがあり、市内で活動する市民活動団体および企業

▼対象事業　　　市民活動団体および企業が実施し、市民活動（企業が行う営利を目的としない社会貢献活動も含む）を
　　　　　　　　促進するために適当と認める事業で、交付決定日（８月中旬を予定）以降に実施（開始）するもの

▼補助限度額　　◇新規設立事業　　　　　１０万円 （補助対象経費の１０分の１０）
　　　　　　　　◇緑化事業　　　　　　　　６万円 （補助対象経費の５分の４以内）
　　　　　　　　◇一般事業（１回目）　　 ３０万円 （補助対象経費の３分の２以内）
　　　　　　　　◇一般事業（２回目以降）２０万円（補助対象経費の２分の１以内）

▼申し込み方法　申請書などの必要書類を提出してください。
　　　　　　　　※申込書は市ホームページおよび総合政策課窓口にて配布します。

▼申込期限　　　７月１８日（火）午後５時まで

▼審査方法など　申請団体に追って連絡します。

▼問い合わせ先　総合政策課　政策企画係　☎４７－１０２４

～市民活動推進補助金の対象事業募集～

▼令和５年度の保険料額決定通知書を７月中旬に送ります
【納付方法】
◇特別徴収　　年金からの引き去り（申請により普通徴収の口座振替に変更できます）
◇普通徴収　　納付書または口座振替により金融機関などで納付

▼新しい「被保険者証」を７月中旬に送ります
　現在お使いの保険証の有効期限が７月末で切れるため、８月１日からの新しい保険証を簡易書留で送付します。
　保険証が届いたら、記載内容をご確認ください。
　なお、７月中に届かない場合は、市民課保険年金係までお問い合わせください。

▼「限度額適用・標準負担額減額認定証」および「限度額適用認定証」を送ります
◇現在、認定証をお持ちの人：８月１日からも引き続き該当になる場合は、新しい認定証を送ります。（申請不要）
◇認定証をお持ちでない人：後期高齢者医療被保険者の同一世帯全員が市民税非課税の人、または、３割負担で
　　　　　　　　　　　　　　　世帯全員が課税所得６９０万円未満の人は、新たに申請できます。

　　【申請について】
　　◇受付開始　　　　　８月１日（火）から随時
　　◇申請に必要なもの　後期高齢者医療被保険者証、過去１２カ月で９０日以上の入院がある人は、
　　　　　　　　　　　　入院期間がわかるもの
　　◇受付場所　　　　　市民課保険年金係

▼均等割額の軽減判定の基準額が変わります
　世帯の所得状況に応じて次のとおり軽減さ
れます。
◇給与所得者等が０人のときは、１人として
　計算します。
◇７５歳で制度加入する前日まで、ご家族の
　会社の健康保険などで被扶養者だった人は、
　制度加入時から２年を経過する月まで５割
　軽減になります。

▼問い合わせ先　◇市民課　保険年金係　☎４７－１０３５
　　　　　　　　◇鳥取県後期高齢者医療広域連合　☎０８５８－３２－１０９９

～後期高齢者医療被保険者の人へ～

対象者の所得要件
（世帯主および世帯の被保険者全員の軽減判定所得の合計額） 軽減割合

４３万円＋１０万円×（給与所得者等の数－１）以下 ７割
４３万円＋２９万円（※１）×（被保険者数）
＋１０万円×（給与所得者等の数－1）以下 ５割

４３万円＋５３万５千円（※２）×（被保険者数）
＋１０万円×（給与所得者等の数－１）以下 ２割

（※１）令和４年度は２８万５千円
（※２）令和４年度は５２万円
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【ひとり親世帯】

▼給付金額　児童1人あたり5万円

▼支給対象児童
　平成17年4月2日から令和6年2月29日まで
の間に出生した児童

▼支給対象者
　対象児童を養育する人で、以下のいずれかに該当す
るひとり親
①３月分の児童扶養手当の受給者
②公的年金などを受給しているため、児童扶養手当を受
　給していない人
③食費などの物価高騰の影響を受けて家計が急変するな
　ど、収入が児童扶養手当の受給者と同じ水準となって
　いる人

▼支給手続き
◇①に該当する人は、5月26日（金）に支給済みです。
◇その他の人は、窓口にて申請が必要です。
　・申請期限　来年2月29日（木）
※詳しくは市ホームページをご確認いただくか、下記ま
　でお問い合わせください。

▼問い合わせ先
◇厚生労働省　コールセンター　
　☎０１２０－４００－９０３
◇子育て支援課　育児支援係　
　☎４７－１０７７

～子育て世帯生活支援特別給付金～
【ひとり親世帯以外】

▼給付金額　児童1人あたり5万円

▼支給対象児童
　平成17年4月2日から令和6年2月29日までの
間に出生した児童
※特別児童扶養手当対象児の場合は、平成15年4月
　2日から令和6年2月29日までの間に出生した児
　童

▼支給対象者
　対象児童を養育する人で、以下のいずれかに該当する人
①令和4年度の給付金の支給を受けた人
②令和5年1月1日以降の収入が急変し、住民税非課
　税相当の収入となった人
③令和５年度の住民税が非課税の人

▼支給手続き
◇①に該当する人は、5月26日（金）に支給済みです。
◇その他の人は、窓口にて申請が必要です。
　・申請期限　来年2月29日（木）
※詳しくは市ホームページをご確認いただくか、下記ま
　でお問い合わせください。

▼問い合わせ先
◇厚生労働省　コールセンター　
　☎０１２０－４００－９０３
◇子育て支援課　児童係　
　☎４７－１０４６

【ひとり親世帯】
ホームページ

【ひとり親世帯以外】
ホームページ

行政の困りごと解決に尽力
【～湯越敬さんが表彰を受賞～】

　境港市担当の行政相談委員湯越敬さんが5月25日
（木）、中国四国管区行政評価局長表彰を受賞されました。
　湯越さんは、平成25年5月に総務大臣から行政相
談委員に委嘱されて以来、住民の身近な相談相手として、
行政に関する困りごとの解決に尽力されてきました。こ
の度、多年にわたるそれらの功績が評価されました。
　湯越さんは、毎月1回、
老人福祉センター浜の里で
相談を受けておられます。
日程は２５ページのくらし
の相談日に掲載しています。
１人で悩まずお気軽にご相
談ください。

～行政相談委員～
３２年間の行政相談委員活動を讃え
【～長榮善二郎さんに総務大臣感謝状～】

　これまで、32年間の永きにわたり行政相談委員とし
て活動され、3月31日付けで退任された長榮善二郎さ
んに5月19日（金）、市長室にて総務大臣感謝状が贈
呈されました。
　長榮さんは、老人福祉セン
ター浜の里などで司法書士の
知識を生かした登記の相談な
ど、住民の皆さんからの行政
に関する相談に数多く応じて
こられました。
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　部落差別の根絶を目指し、当事者たちが立ち上がった「全国水平社」が創立されてから、101年目
となる令和の時代においても、「部落差別（同和問題）」が存在しています。部落差別（同和問題）の解
消は、すべての国民にとって、大切な課題であるといえます。平成28年には、情報化の進展に伴って
部落差別に関する状況が変化していることなどを踏まえ、「部落差別の解消の推進に関する法律」（部落
差別解消推進法）が施行されました。
　近年、インターネット上で、部落差別（同和問題）に関する差別的な書き込みなど、個人の名誉やプ
ライバシーを侵害したり、他人を誹謗中傷し、偏見や差別を助長するような情報を発信したりするといっ
た悪質な事案が急増しています。部落差別（同和問題）の解消に向けて、インターネットを利用する際
のルールやマナーに関する正しい理解も深めていくことが大切です。
　私たち一人ひとりが、部落差別（同和問題）をはじめ、あらゆる差別を解消するための歩みを進めて
いきましょう。本市においても、市報や人権学習講座など、さまざまな機会をとらえ、啓発に努めます。

７／１０～８／９は「部落解放月間」です
～インターネット上の心ない書き込みなど、
　　部落差別（同和問題）は今なお解消していません～

誰もが自分らしく
いきいきと暮らせるまちを目指して

【問い合わせ先】
　総合政策課　人権政策室
　☎４７－１１０２

みんなで拓く
人権文化 239

　今年度の「社会を明るくする運動」のテーマは、昨年度のテーマを踏襲して、引き続き『♯生きづら
さを生きていく。』となりました。
　罪を犯した人を処罰することは必要ですが、刑
期を終え、立ち直ろうと決意した人を社会で受け
入れていくことや、犯罪や非行をする人を生み出
さない家庭や地域づくりをすることも大切なこと
です。
　「生きづらさ」を抱えつつも、私たちみんなが、
地域社会に居場所を見つけ出せるよう、一方通行
ではない、支え、支え合いによって、人と人とが
つながり、再出発を後押しするような社会づくり
をめざしましょう。
　この運動は、今年度で７３回目を迎えます。皆
さんのご理解とご協力をお願いします。

７月は、「社会を明るくする運動」強調月間、再犯防止啓発月間です

　境港市人権教育推進協議会では、部落解放月間に合わせて、人権学習講座（講演会）を開催します。
多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

▼と　き　７月２８日（金）午後７時30分～９時

▼ところ　保健相談センター　講堂

▼演　題　「 母から娘へ　そして、孫へ　～ 今、伝えたいこと ～ 」　

▼講　師　坂田かおり さん（人権テイク・ルート 代表）

▼入場料　無料（事前申し込み不要）

境港 ふれあい・ほっとアカデミー inサマー（人権学習講座）

市報さかいみなと　8



　境港市は、「一人ひとりの人権が尊重されるまちづくり」を推進していくなかで、
婚姻の届け出ができないなどの悩みや生きづらさを抱えている性的マイノリティ
（性的少数者）の人に寄り添うために、昨年の７月１日、山陰両県で初めて「境港
市パートナーシップ宣誓制度」を導入しました。
　この制度は、法律上の婚姻とは異なり、法的な権利や義務は発生しませんが、本
市がお二人の「パートナーシップ宣誓書」を受け取り、「宣誓書受領証」を交付す
ることにより、お二人の思いを尊重するとともに、婚姻カップルと同様なサービス
を受けられる機会が増えるなど、本市として、自分らしくいきいきと暮らしていた
だくことを応援するものです。
※「パートナーシップ宣誓制度」については、ＱＲコードから、
　　　　　　　　　　　　　市のホームページをご覧ください。

　１．「自分とは関係ない」と思っていませんか？
　　　民間の調査によると日本の性的マイノリティ（性的少数者）の割合は、人口
　　の8.9％というデータが出ています。これは、血液型がＡＢ型の人の割合や
　　左利きの人の割合（いずれも約10％）に近く、身近な存在であると言えます。
　　「男女はこうあるべき」といった考えから、当事者は、自分の性や指向を否定
　　したり、人に相談することができずに悩んだりし
　　ています。

　２．性別は、「男性」と「女性」の２つだけですか？
　　　「性のあり方」を４つの構成要素で考えてみま
　　しょう。
　　①身体の性（生まれた時の性、性器など生物学的
　　　な性別）
　　②心の性（性自認、自分自身が意識している性別）
　　③好きになる性（性的指向、恋愛感情などがどの
　　　性別に向いているか）
　　④表現する性（性表現、言葉遣いやしぐさ、服装
　　　など、一般的な「男らしさ」「女らしさ」で表現される性別）
　　　私たちの「性のあり方」は、これらの構成要素が、複雑に関わり合って、形
　　　成されています。「性のあり方」は、その人の生き方であり、個人の尊厳に
　　　関する大切なことです。

　３．「多様な性（ＬＧＢＴＱなど）」について、学び、理解を深めませんか？
　　　人権政策室では、「多様な性（ＬＧＢＴＱなど）」について理解を深めるため
　　のＤＶＤ資料の貸し出しや人権学習出前講座を実施しています。個人や小グ
　　ループでも承ります。
　　　　　　　（詳しくは、人権政策室（☎47－1102）へお問い合わせください）
　
　私たちは、「多様な性（ＬＧＢＴＱなど）」に関する差別の解消をめざしています。
当事者に限らず、誰もが理解を深め、性的マイノリティ（性的少数者）の人たちと
共に、支援の輪をひろげましょう。

「
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多様性を尊重し、差別や偏見のない社会の実現
「笑顔あふれる 日本一住みたいまち 境港」をめざします
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【申し込み・問い合わせ先】 長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１
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　これまでは、隣の土地から竹木の枝が越境してきた場合、自らが切り取ることはできず、
その木の所有者に切ってもらうか、訴えを起こすなどの手続きを経る必要がありました。
　しかし、令和５年４月１日に民法が改正され、以下のようにルールが変わりました。

◇土地所有者による枝の切除
　越境された土地の所有者は、竹木の所有者に枝を切除させる必要があるという原則を
維持しつつ、下記のいずれかの場合には、枝を自ら切り取ることができるようになりました。
（改正後の民法第２３３条第３項）
①竹木の所有者に越境した枝を切除するように催告したが、竹木の所有者が相当の期間内に切除しないとき
②竹木の所有者を知ることができず、又はその所在を知ることができないとき
③急迫の事情があるとき

エコらいふ通信　～豊かな自然を未来につなぐために～

【問い合わせ先】
　環境・ごみ対策課（清掃センター内）　
　　　　　　　　　　☎４２－３８０３　

毎年７月は海の月間です！
　　～海の恩恵に感謝し、大切な海を守っていきましょう～

　毎年７月の第３月曜日は「海の恩恵に感謝するとともに、海洋国日本の繁栄を願う日」
である国民の祝日「海の日」です。「海の日」について広く皆さんに理解していただくため、
毎年７月を「海の月間」として海にまつわるさまざまな催しが各地で開催されています。
　この月間に我々に多大な恩恵をもたらしてくれる海について学び、美しい海を守るため
の活動をしてみませんか。

皆さんの家庭でもできる、夏の省エネに取り組みましょう

　夏の時期は、冷房などの使用により、電力消費量が多くなる時期です。
　皆さんも夏の省エネの工夫を知り、地球環境にも家計にも優しい暮らしを考えてみましょう。
【ご家庭でできる省エネ対策のポイント】
①エアコンを上手に使用しましょう
　冷房時の室温は２８℃を目安にし、無理のない範囲で省エネに努めましょう。
②部屋の室温上昇を防ぎましょう
　カーテンやすだれの使用、ゴーヤなどのグリーンカーテンなどを利用して、
　直接日光が当たらないようにしましょう。
③冷蔵庫の開け閉めは必要最低限に
　頻繁に扉を開け閉めすると、庫内の冷気が逃げ、再び冷やすための電気使用量が増えてしまいます。
　また、ものの詰め込み過ぎも冷えにくくなるので気を付けましょう。
④照明をLED照明に変更する
　LED照明は、同じ明るさの電球に比べ消費電力が少なく、寿命が長いのが特徴です。
⑤打ち水を行う
　打ち水で撒いた水が、周囲を冷やし、涼しい風が吹いてきます。

越境した竹木の枝の切り取りのルールが改正されています

【ごみ分別アプリ「さんあ～る」公開中！】
　詳しくは市ホームページをご覧ください。
　（右のQRコードよりアクセスできます。）

「急迫の事情」とは…
　台風などの災害により、
枝が落下する危険性がある
場合が挙げられます。

「所有者を知ることができず、
　又はその所在を知ることができないとき」とは…
　現地調査に加えて、登記簿などの公的記録の確認
を行うなど、調査を尽くしてもなお所有者、または
その所在が分からないときを指すと考えられます。

「相当の期間」とは…
　事案の内容にもよって異なると
考えられますが、切除などの対
応に必要な期間としておおむね2
週間程度と考えられます。

ず、
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情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－0110

　こんにちは、地域おこし協力隊の德毛です。
　7月は伯州綿の本格的な成長の時期になってきます。こ
の1カ月でかなり大きくなるので、興味のある人は、文
化ホールの東側にある伯州綿畑を覗いてみてください。
　今年は5月20日（土）に種蒔きを開始し37組119
人の栽培サポーターの皆さんに参加していただいていま
す。種蒔き開始日には、サポーターの皆さんに加え、市内
幼稚園の園児とその保護者16組32人の皆さんにも参加
していただき、大変盛り上がりました。
　種蒔きシーズンには、市民図書館でプランター種蒔きや
渡小学校、上道小学校、境小学校で伯州綿に関する授業と
種蒔きを実施。海とくらしの史料館では幼稚園児の種蒔き
のお手伝いなど、市内のいろいろなところで子どもから大
人まで伯州綿に触れてもらいました。今後もさらに広がる
ように活動を続けていきたいと思います。

地域おこし協力隊員だより
農政課　農業振興係　☎47－ 1049

地域地域
伯州綿
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土
史
研
究
家
森
納
著
「
弓
浜
半
島
と

夜
見
村
」
か
ら
、
砂
丘
地
で
あ
る
弓
浜

半
島
の
農
業
の
歴
史
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

鳥
取
藩
内
に
お
け
る
砂
丘
地
の
開

拓
の
歴
史
は
弓
浜
半
島
が
最
も
古

く
、
江
戸
初
期
の
延
宝
か
ら
宝
永
年
間

（
１
６
７
３
〜
１
７
１
０
年
）
に
か
け

て
弓
浜
中
部
の
耕
地
が
開
拓
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
開
拓
の
必
要
条
件
は
、
米

に
よ
る
年
貢
を
確
保
し
、
か
つ
、
自
給

で
き
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め
低
湿

地
で
は
水
田
開
墾
、
そ
の
他
は
麦
、
粟
、

黍き
び

、
稗ひ

え

、
大
根
、
里
芋
な
ど
の
畑
作
用

に
充
て
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
畑

作
の
中
で
時
代
が
流
れ
て
も
移
ろ
い
な

く
作
ら
れ
た
の
は
冬
作
の
麦
く
ら
い
で
、

夏
作
は
綿
、
桑
、
甘か

ん
し
ょ藷

な
ど
、
主
と
な

る
作
物
は
時
代
と
共
に
移
り
変
わ
り
ま

し
た
。

　

１
７
０
０
年
か
ら
１
７
５
９
年
に
か

け
て
行
わ
れ
た
米
川
の
整
備
に
よ
り
綿

の
栽
培
が
急
激
に
発
展
し
、
江
戸
時
代

か
ら
明
治
20
年
頃
ま
で
綿
作
が
熱
心
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
米
の
数
倍
も
価
値
が

あ
る
時
代
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
最
盛
期

に
は
弓
浜
半
島
の
全
耕
地
の
三
分
の
一

以
上
が
綿
作
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
明
治
29
年
の
外
国
綿
花
輸
入
税
の

廃
止
に
よ
り
綿
作
は
激
減
し
ま
し
た
。

　

明
治
後
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
は
、

綿
作
に
代
わ
っ
て
桑
の
作
付
け
に
よ
る

養
蚕
業
が
発
展
し
ま
す
。
弓
浜
半
島
で

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
至
る
ま
で
の

間
、
養
蚕
業
が
産
業
の
中
心
と
な
り
、

当
時
鳥
取
県
議
会
議
員
で
あ
り
鳥
取
県

養
蚕
組
合
長
な
ど
も
務
め
た
永
井
貞
録

氏
は
、
全
国
蚕
糸
会
副
総
裁
を
さ
れ
る

ほ
ど
で
し
た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界

大
戦
が
始
ま
る
と
絹
需
要
が
減
少
し
、

食
糧
自
給
の
た
め
に
畑
作
の
中
心
と
な

る
作
物
は
甘
藷
、
馬
鈴
薯
、
麦
な
ど
に

移
行
し
ま
し
た
。

　

戦
後
、
食
糧
事
情
が
安
定
す
る
と
弓

浜
半
島
で
は
白
葱
、
か
ぶ
ら
、
西
瓜
の

栽
培
が
盛
ん
に
な
り
、
さ
ら
に
昭
和
20

年
代
後
半
か
ら
煙
草
へ
の
転
換
作
付
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
最
大
の
砂
州
で
あ
る
弓
浜
半
島

に
お
け
る
農
業
は
、「
砂
と
の
闘
い
の

記
録
」
と
い
う
著
作
が
示
す
よ
う
に
砂

丘
地
と
の
闘
い
で
あ
り
、
ま
た
、
時
代

の
変
遷
と
の
闘
い
の
歴
史
で
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

（
参
考
）「
弓
浜
半
島
と
夜
見
村
」
な
ど

　
　
　
　
　
　

編
集【
市
史
編
さ
ん
室
】

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
7272
））

弓
浜
半
島
の

弓
浜
半
島
の

　

農
業
の
歴
史
に
つ
い
て

　

農
業
の
歴
史
に
つ
い
て

試験区分 申込受付期間 第１次試験日 第２次試験日
警察官A(２回目)

7/28(金)
～

8/28(月)
9/17(日)

10/30(月)
～

11/1(水)
警察官A(２回目)
チャレンジコース
警察官B(２回目)
警察行政
(氷河期世代
チャレンジ枠)

6/27(火)
～

7/25(火)
8/27(日) 10/6(金)

警察行政
(高校卒業程度)

7/28(金)
～

8/28(月) 9/24(日) 10/27(金)

警察行政
障がい者対象
（身体・精神）

8/25(金)
～

9/13(水) 10/22(日) 12/1(金)

◇試験日程は変更となる場合があります。
◇学歴要件や年齢要件、試験案内などの詳細は鳥取県警察
ホームページや公式LINE、受験案内を確認してください。
◇「チャレンジコース」はＳＰＩ３試験を実施するので、
　公務員試験対策が不要です！

▼問い合わせ先
　鳥取県警察本部警務部警務課人事第二係
　採用案内フリーダイヤル　☎０１２０－０２２－７１２

　　　鳥取県警察　　　　LINE公式
　　 ホームページ　　　 アカウント

 警察官、警察行政職員採用試験日程

市報さかいみなと　12



情報あらかると

消費生活相談室　☎47－ 1106 FAX 44－ 7957

253消費生活相談室です消費生活相談室です
水産商工課　経済交流係　☎47－ 1029

多  文  化  共  生多  文  化  共  生  vol.27

　みなさん、「近くに住む外国人とコミュニケーションを
取りたいけど、英語が話せないから…。」と思っていませ
んか？
　実は、初歩的な日本語を学んでいる人も多く、日本語が
全く話せないという人はそれほど多くありません。「図や
絵で示す」「外国人にも分かりやすい　『やさしい日本語』
を使う」などの工夫をして、コミュニケーションを取って
みませんか。

「やさしい日本語」の例
①平易な言葉にする
　　土足厳禁　→　靴を脱いでください。
　　高台に避難して。　→　高い所に逃げてください。
②一文を短くする
　　分からないことはありませんか？　→　分かりましたか？
　　私には来年小学生になる息子がいます。
　　　→　私には息子がいます。来年小学生になります。
③カタカナ語を使いすぎない
　　スケジュール　→　予定
④文末は「～です」「～ます」「～してください」形にする
　　食べる　→　食べます
　　それ、持って来て。　→　それを持って来てください。
⑤擬態語や擬音語は使わない
　　のどがカラカラだ。　→　のどが渇きました。
　　雨がざあざあ降っている。　→　雨がたくさん降っています。
⑥あいまいな表現を具体的にする
　　結果の方は後日電話でお知らせする形になります。
　　　→　結果は〇日に電話します。

　毎年、けんしんを受けていますか？異常を感じてか
ら受けるのではなく、元気だからこそ受けるのがけん
しんです。
　日本人の 2人に 1人が生涯のうちにがんにかかる
と言われています。初期の段階ではほとんど自覚症状
がありません。
　年に 1度はけんしんを受け、異常の有無や検査デ
ータの推移を確認し、異常を早期に発見することが大
切です。

　7月の下旬に市から受診券が届きます。受診券が届
いたら、まずはあなた自身が受診してください。そし
て、ご家族や友人にも声をかけて、けんしんの輪を広
げていただくようご協力をお願いします。
　集団健診、人間ドックでは、24時間受付のWEB
予約が可能です。詳細は市報に同封している健診カレ
ンダーをご覧ください。

　WEB予約はこちらから
　（7月 27日（木）受付開始）

【問い合わせ先】
健康づくり推進課　健診推進室　☎４７ー１０４１
　　　　　　　　　　　　　　　☎４７ー１０２７

保健師の
　　  ちょっと一言

「働き世代のみなさん！
　　　各種健診・がん検診が始まります。」

【事例】
　インターネットで「誰でも簡単に儲かる」という広告を
見て、無料メッセージアプリで友達申請をした。成功体験
を動画で見せられた後、詳しい説明を聞くための予約を取
った。アプリの通話で「確実に儲けることができるように
マンツーマンでサポートする。サポートの費用は５０万円
だがすぐに取り戻せる」という説明を聞いてその気になり、
すぐにクレジットカードで支払った。しかし、実際はフリ
マアプリでの転売など一般的な話ばかりを聞かされ、きち
んとしたサポートも受けられず、全く儲からない。

【アドバイス】
「誰でも簡単に儲かる」などのうまい話はありません。
◇インターネットやＳＮＳには簡単に高収入が得られるよ
　うな広告や宣伝が多くみられますが、実際は広告とは異
　なり、儲からず、十分なサポートも受けられません。
◇事実と違っていたとして解約や返金を求めても、業者が
　素直に返金に応じず、解決が困難になることも少なくあ
　りません。
◇「元が取れる」「すぐにお金を取り戻せる」と言われて
　も安易にクレジットカードや消費者金融を利用して契約
　するのはやめましょう。
◇派手な成功体験や儲かるという話に惑わされず、内容が
　わからないままで契約することはやめましょう。不審な
　点があったらはっきりと断りましょう。

▼相談受付時間
　月～金曜日
　午前９時～正午、午後１時～４時

「誰でも簡単に儲かる」って本当？やさしい日本語で話そう！

13　令和５年７月



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

【
日
曜
交
付
窓
口
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
・

申
請
補
助
（
顔
写
真
撮
影
無
料
）、

電
子
証
明
書
の
更
新
、
暗
証
番
号
の

再
設
定
、
保
険
証
利
用
・
公
金
受
取

口
座
の
登
録
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

申
し
込
み
サ
ポ
ー
ト

▼
と　

き　

７
月
９
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
課
窓
口

▼
必
要
書
類

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証

　

明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書

◇
通
知
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
）

◇
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

◇
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
プ

　

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な
ど

※
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
は

　

事
前
に
手
続
き
が
必
要
な
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
カ
ー
ド
に
関
す
る
こ
と

　

市
民
課　

市
民
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
３

◇
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る
こ
と

　

総
務
課　

行
政
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
０
７

【
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
期
限
は

９
月
末
ま
で
延
長
に
な
り
ま
し
た
】

※
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス

　

に
よ
っ
て
、
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込

　

み
、
決
済
・
チ
ャ
ー
ジ
の
期
限
が

　

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
申

　

し
込
み
は
早
め
に
行
う
こ
と
を
お

　

す
す
め
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書

　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書

を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
税
の

軽
減
や
国
保
制
度
の
詳
細
は
、
折
込

冊
子
「
令
和
５
年
度 
年
刊 

国
保
ガ

イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
税　

率　

　

基
礎
課
税
分
が
一
部
変
更
と
な
っ

て
い
ま
す
。

※
均
等
割
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分
、
介
護

　

納
付
金
分
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
納
付
方
法

◇
普
通
徴
収　

納
付
書
払
い

　
（
手
続
き
し
て
い
る
場
合
は
口
座
振
替
）

◇
特
別
徴
収　

年
金
か
ら
の
天
引
き

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
６

特
別
医
療
費
受
給
資
格
証

（
重
度
心
身
な
ど
）
の
更
新
手
続
き

▼
対　

象

　

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１

級
）、
療
育
手
帳
（
Ａ
）
を
お
持
ち

の
人
（
た
だ
し
、
所
得
に
よ
る
制
限

が
あ
り
ま
す
）

▼
更
新
の
流
れ

　
市
で
所
得
制
限
の
判
定
が
で
き
る
人

は
、
更
新
手
続
き
が
不
要
で
す
。
７
月

中
旬
に
新
し
い
資
格
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
１
月
１
日
に
本
市
に
住

民
登
録
の
な
い
人
や
、
所
得
が
未
申

告
の
人
な
ど
、
市
で
判
定
で
き
な
い

人
に
は
、
７
月
中
旬
に
所
得
情
報
照

会
同
意
書
の
提
出
や
、
申
告
に
つ
い

て
の
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
別
途
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
市
民

課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
手
続

き
に
必
要
な
書
類
は
、
案
内
に
記
載

し
て
い
ま
す
）

※
６
月
号
市
報
で
案
内
を
し
て
い
ま

　

す
、
ひ
と
り
親
家
庭
制
度
・
市
単

　

独
制
度（
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
・

　

療
育
手
帳
Ｂ
、
精
神
障
害
者
保
健

　

福
祉
手
帳
２
・
３
級
）
の
対
象
で
、

　

ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
人

　

は
申
請
月
の
１
日
ま
で
し
か
さ
か

　

の
ぼ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
申

　

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
５

保
険
料
の
免
除
制
度（
国
民
年
金
）

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
が
認
め
ら

れ
れ
ば
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部

の
納
付
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
が
認
め
ら
れ
た
期
間
は
、
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
、

一
定
の
割
合
で
将
来
受
給
す
る
年
金

額
の
計
算
に
も
反
映
さ
れ
ま
す
が
、

一
部
免
除
の
場
合
は
免
除
さ
れ
た
後

の
保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が

　
分
か
る
も
の
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド

◇（
失
業
者
の
特
例
を
適
用
す
る
場
合
）

　

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
・
雇

　

用
保
険
受
給
資
格
者
証
な
ど

※
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
カ
月
前
ま

　

で
の
期
間
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
34
‐
６
１
１
１

　

市
民
課　

保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
５

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

informationinformation

基礎課税分 変更前 変更後

所　得　割 8.68％ 8.00％

均　等　割 25,600円 25,600円

平　等　割 30,000円 25,000円
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介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
の
送
付

　

令
和
４
年
中
の
所
得
な
ど
を
も
と

に
介
護
保
険
料
を
決
定
し
、
７
月
中

旬
に
納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

【
納
付
方
法
】

▼
年
金
か
ら
引
き
去
り
さ
れ
る
人

　

年
間
の
保
険
料
額
か
ら
、
４
・
６
・

８
月
に
納
め
ら
れ
た
額
を
除
い
た
残

り
の
保
険
料
を
10
・
12
・
２
月
の
３

回
の
年
金
か
ら
引
き
去
り
し
ま
す
。

▼
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人

　

年
間
の
保
険
料
額
を
７
・
８
・

10
・
11
・
１
・
２
月
の
６
回
で
引
き

落
と
し
し
ま
す
。

▼
納
付
書
で
納
め
て
い
る
人

　

年
間
の
保
険
料
額
を
７
・
８
・

10
・
11
・
１
・
２
月
の
６
回
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
通
知
書
と
一
緒
に

ク
リ
ッ
プ
留
め
の
納
付
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
納
期
限
を
よ
く
お
確
か

め
の
う
え
、
期
限
内
に
金
融
機
関
、

市
役
所
出
納
室
、
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
、
納
付
書
の
紛
失
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
介
護
保
険
料
の
軽
減
・
減
免
】

◇
収
入
が
少
な
く
、
資
産
な
ど
を
活

　

用
し
て
も
な
お
生
活
に
困
窮
し
て

　

い
る
人
な
ど
は
、
介
護
保
険
料
が

　

軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

　

介
護
保
険
料
の
決
定
通
知
が
届
い

　

て
か
ら
７
月
31
日
（
月
）
ま
で
に

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
災
害
な
ど
に
よ
り
財
産
に
著
し
い

　

損
害
を
受
け
た
場
合
や
、
長
期
入
院

　

や
失
業
な
ど
に
よ
り
世
帯
の
生
計
を

　

維
持
す
る
人
の
収
入
が
著
し
く
減
少

　

し
た
場
合
な
ど
は
、
保
険
料
が
減
免

　

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
減
免
を

　

受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
納
期
限
７

　

日
前
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課　

介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
８

高
齢
者
へ
の
助
成
制
度

【
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
】

▼
対　

象

70
歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

▼
助
成
額

　

利
用
１
回
に
つ
き
９
０
０
円
の
助

成
券
を
申
請
月
か
ら
来
年
３
月
末
ま

で
の
月
数
分
交
付
し
ま
す
。

【
在
宅
高
齢
者
介
護
の
た
め
の
紙
お
む
つ
代
】

▼
対　

象

　

在
宅
の
65
歳
以
上
の
常
時
お
む
つ

が
必
要
な
人
を
介
護
し
、
お
む
つ
が

必
要
な
人
と
介
護
者
が
共
に
市
民
税

非
課
税
世
帯
で
あ
る
人

▼
助
成
額　

月
額
１
２
０
０
円

※
介
護
保
険
の
要
介
護
４
ま
た
は
５

　

の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
を
介
護

　

し
て
い
る
人
は
、
月
額
６
２
５
０

　

円
分
を
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の　

介
護
保
険
証

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課　

高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
９

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
支
援
給
付
金

▼
対　

象

①
令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

　

対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
確
認
書

ま
た
は
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
内

容
を
確
認
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
必
要
に
応
じ
て
添
付
資
料
を

添
え
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

②
家
計
急
変
世
帯

　

申
請
日
時
点
で
境
港
市
に
住
民
登

録
が
あ
り
、
予
期
せ
ず
家
計
が
急
変

し
た
こ
と
で
、
令
和
５
年
１
月
か
ら

の
収
入
が
減
少
し
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
相
当
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世

帯
で
す
。（
申
請
受
付
は
①
の
世
帯

確
定
後
開
始
）

※
①
お
よ
び
②
の
給
付
は
重
複
し
て

　

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

▼
給
付
額　

１
世
帯
あ
た
り
３
万
円

▼
申
請
期
限

　

ど
ち
ら
も
10
月
31
日
（
火
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
価
格
高
騰
給
付
金
窓
口

　
（
市
役
所
分
庁
舎
第
６
会
議
室
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
46
‐
０
２
５
１

国
民
健
康
保
険

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

▼
対　

象

40
歳
（
昭
和
59
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
）
か
ら
74
歳
（
75
歳
の
誕
生

日
の
前
日
）
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者

※
令
和
４
年
度
以
前
に
賦
課
さ
れ
た

　

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い

　

る
世
帯
は
除
く
。

▼
実
施
期
間

８
月
１
日（
火
）〜
来
年
１
月
31
日（
水
）

▼
受
付
期
間

　

７
月
６
日（
木
）〜
11
月
30
日（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
人
間
ド
ッ
ク
】

▼
内　

容

　

特
定
健
診
項
目
、
貧
血
検
査
、
膵

肝
臓
系
検
査
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
、
腹

部
超
音
波
検
査
、
心
電
図
検
査
、
胃

が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
、

眼
底
検
査
な
ど

※
本
人
の
希
望
で
個
別
に
検
査
を
や

　

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
定　

員　

５
0
０
人
（
予
定
）

※
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
は
市
が
他
に

　

実
施
す
る
特
定
健
診
、
胃
が
ん
、

　

大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
検
診
を
重
複

　

し
て
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
妊
娠
中
の
人
、
入
院
中
の
人
は
受

　

診
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

健
康
づ
く
り
推
進
課
に
電
話
で
申

し
込
み
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
Ｗ

Ｅ
Ｂ
予
約
。

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
は
７
月
27
日
（
木
）
〜

▼
負
担
額

　

８
３
０
０
円
（
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
は
４
１
０
０
円
）

【
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
】

▼
内　

容

　

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
、
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ａ

撮
影
、
問
診
、
体
重
、
血
圧
測
定

▼
定　

員　

２
０
０
人

※
昨
年
度
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
受
け
た

　

人
や
、
脳
疾
患
で
治
療
中
の
人
、

　

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
が
入
っ
て
い
る

　

人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
の
み
の
受
診
は
で

　

き
ま
せ
ん
。
必
ず
人
間
ド
ッ
ク
ま

　

た
は
特
定
健
診
と
セ
ッ
ト
で
受
け

　

て
く
だ
さ
い
。

▼
負
担
額

　

６
３
０
０
円(

住
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
は
２
１
０
０
円)

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
推
進
課　

健
診
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
１

informationinformation

有　

料　

広　

告
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入
札
結
果

※
予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
入

　

札
に
つ
い
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課　

管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
３

道
路
上
に
は
み
出
し
て

い
る
樹
木
な
ど
の
伐
採

　

夏
を
迎
え
る
と
、「
道
路
に
樹
木

や
草
が
は
み
出
し
て
い
る
。」
と
の

お
問
い
合
わ
せ
が
多
く
な
り
ま
す
。

道
路
を
安
全
に
利
用
さ
れ
る
た
め
に
、

道
路
上
に
は
み
出
し
て
い
る
草
木
の

せ
ん
定
・
伐
採
・
除
草
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
次
の
状
況
が
見
ら
れ
る
土
地
の
所
有
者

は
、樹
木
な
ど
の
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
】

①
道
路
、
歩
道
へ
樹
木
な
ど
が
は
み

　

出
し
て
い
る
。

②
枯
れ
木
、
折
れ
木
な
ど
に
よ
り
通

　

行
の
妨
げ
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

③
竹
木
・
雑
草
の
繁
茂
に
よ
り
通
行

　

へ
の
障
害
が
あ
る
。

※
道
路
や
歩
道
に
は
み
出
し
て
い
る

　

樹
木
ま
た
は
倒
木
な
ど
が
原
因
で
、

　

歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
の
交
通
事

　

故
が
起
き
た
際
は
、
樹
木
な
ど
の

　

所
有
者
に
賠
償
責
任
が
問
わ
れ
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
緊
急
の
場
合
は
、
道
路
通
行
の
支

　

障
と
な
る
樹
木
や
枝
な
ど
を
道
路

　

管
理
者
が
予
告
な
く
伐
採
、
撤
去

　

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課　

管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
６

市
営
墓
地
の
空
き
状
況

　
（
５
月
末
日
時
点
）

◇
馬
場
崎
墓
地　

32
区
画

◇
中
央
墓
園　

62
区
画

◇
夕
日
ヶ
丘
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

20
区
画

※
空
き
区
画
は
新
規
の
申
し
込
み
や

　

墓
地
区
画
の
返
還
に
よ
り
変
動
し

　

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

　

載
し
て
い
ま
す
。

※
市
営
墓
地
以
外
の
場
所
で
の
墓
地

　

の
新
設
や
既
設
墓
地
な
ど
の
区
域

　

を
変
更
・
廃
止
を
す
る
場
合
は
、

　

法
律
で
許
可
が
必
要
で
す
。
許
可

　

を
得
な
い
で
新
設
す
る
と
、
使
用

　

を
制
限
も
し
く
は
禁
止
す
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課　

都
市
政
策
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
６
５

農
地
の
適
正
管
理

　

近
年
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
な
ど
に
よ
り
、
遊
休
農
地
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
遊
休
農
地
を
放

置
す
る
と
、
景
観
を
損
ね
る
だ
け
で

は
な
く
、
病
害
虫
の
発
生
源
や
不
法

投
棄
の
場
所
と
な
り
、
近
隣
住
民
や

近
隣
農
地
の
耕
作
者
に
大
変
迷
惑
が

か
か
り
ま
す
。
農
地
所
有
者
は
耕
作

を
し
て
い
な
く
て
も
草
刈
り
な
ど
の

農
地
の
適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
農
地
の
適
正
管
理
を
支

援
す
る
制
度
と
し
て
、「
農
地
管
理

費
の
助
成
」
や
「
草
刈
機
の
貸
出
」

と
い
っ
た
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
用
地
区
域
の
畑
は
、
農

地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る
貸
し
借
り

も
進
め
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
３

弓
浜
干
拓
地
（
畑
）
の
売
渡
、
貸
付

　

県
で
は
、
境
港
市
弓
浜
干
拓
地

（
55
区
画
）
の
売
渡
、
貸
付
を
行
い

ま
す
。

▼
標
準
区
画　

約
30
ア
ー
ル

▼
引
渡
時
期　

来
年
４
月
予
定

▼
申
込
期
間

　

７
月
４
日
（
火
）
〜
13
日
（
木
）

※
価
格
や
諸
費
用
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所
農
林
局

農
林
業
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
31
‐
９
６
５
１

（
公
財
）
鳥
取
県
農
業
農
村
担
い
手

育
成
機
構
米
子
本
部

　
　
　
　
　
　
　

☎
31
‐
９
７
８
０

令
和
４
年
度
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

【
公
文
書
の
開
示
】

▼
請
求
件
数

89
件

▼
開
示
状
況

◇
開
示　
　
　

11
件

◇
部
分
開
示　

77
件

◇
非
開
示　
　

１
件

【
自
己
情
報
の
開
示
】

▼
請
求
件
数　

10
件

▼
開
示
状
況

◇
開
示　
　
　

10
件

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

行
政
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
０
７

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、
渡

町
11
区
自
治
会
が
折
り
た
た
み
イ
ス

や
冷
凍
冷
蔵
庫
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
備
品
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
地
域
で
行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
活
発
に
な

り
、
地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

　

自
治
振
興
係

　

☎
47
‐
１
０
２
３

青
少
年
の
非
行
・
被
害

防
止
全
国
強
調
月
間

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
は
、
子
ど

も
を
見
守
る
大
人
の
存
在
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

家
庭
・
学
校
・
地
域
な
ど
が
相
互

に
協
力
・
連
携
し
て
、
青
少
年
の
規

範
意
識
の
醸
成
お
よ
び
有
害
環
境
へ

の
適
切
な
対
応
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
１

informationinformation

工事名
（業務名）

落札額
（落札率）

落札者

街路樹維持管理
他業務

13,223千円
（92.0%） ㈲庭木職人

外江地区汚水設計
業務委託（その13）

31,680千円
（93.6%）

シンワ技研コンサル
タント㈱境港営業所

外江地区汚水設計
業務委託（その15）

25,300千円
（94.1%）

㈱ワーパス
境港営業所

中野町汚水設計
業務委託

27,610千円
（93.7%）

㈱ヨナゴ技研コンサ
ルタント境港営業所
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「
鳥
取
う
み
な
み
ロ
ー
ド
」
の
整
備

　

県
で
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
よ
る

観
光
誘
客
や
地
域
活
性
化
を
進
め
て

お
り
、
全
県
域
で
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト

の
聖
地
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
鳥
取
県
を
東
西
に
走

る
「
鳥
取
う
み
な
み
ロ
ー
ド
」
を
国
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
指
定

に
向
け
て
走
行
環
境
の
整
備
や
受
入

環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
は
、「
鳥
取
う
み
な
み

ロ
ー
ド
」
上
に
自
転
車
走
行
帯
を
示
す

「
矢
羽
根
」
や
「
注
意
喚
起
路
面
表
示
」

の
ほ
か
「
注
意
喚
起
看
板
」
の
設
置
を

順
次
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
ル
ー
ト
の
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
庁
観
光
戦
略
課

　

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
室

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
２
７
３

骨
密
度
講
演
会

【
骨
か
ら
美
し
く
輝
き
続
け
る
た
め
に

〜
女
性
の
健
康
と
骨
粗
し
ょ
う
症
〜
】

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
痛
み
な
ど
の
自

覚
症
状
の
な
い
病
気
で
す
。
特
に
女

性
は
年
齢
に
伴
う
ホ
ル
モ
ン
の
減
少

な
ど
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
り
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
女
性
が
い

つ
ま
で
も
美
し
く
、
健
康
で
い
き
い

き
と
過
ご
せ
る
よ
う
、
骨
密
度
講
演

会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

思
春
期
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
授
乳
、

更
年
期
な
ど
、
女
性
の
身
体
の
変
化

と
骨
粗
し
ょ
う
症
の
関
係
、
予
防
方

法
を
専
門
家
が
わ
か
り
や
す
く
お
話

し
ま
す
。
若
い
う
ち
か
ら
の
生
活
習

慣
、
予
防
が
大
切
で
す
。

▼
と　

き　

７
月
29
日
（
土
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂

▼
講　

師

◇
大
丸
利
沙
さ
ん
（
中
部
医
師
会
立

　

三
朝
温
泉
病
院
理
学
療
法
士
）

◇
森
田
鉄
二
さ
ん
（
も
り
わ
き
整
形

　

外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
学
療
法
士
）　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
推
進
課　

健
診
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
１

市
民
公
開
講
座「
肝
が
ん
撲
滅
運
動
」

▼
講
演
内
容
・
講
師

◇
「
肝
臓
が
ん
と
肝
硬
変
：
予
防
と

治
療
に
つ
い
て
」・
谷
口
英
明
さ
ん

　
（
鳥
取
市
立
病
院　

医
師
）

◇
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
を
含
め
た
感

　

染
症
の
基
礎
知
識
」・
上
灘
紳
子

　

さ
ん
（
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病

　

院　

感
染
管
理
認
定
看
護
師
）

◇
「
肝
臓
に
や
さ
し
い
食
事
」・
牧

　

山
嘉
見
さ
ん
（
鳥
取
大
学
医
学
部

　

附
属
病
院　

栄
養
部
室
長
）

▼
と　

き　

７
月
29
日
（
土
）

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分
頃

▼
と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

▼
定　

員

60
人
（
予
約
不
要
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
肝
疾
患
相
談
セ
ン
タ
ー

（
鳥
取
大
学
病
院
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
38
‐
６
５
２
５

市
民
公
開
講
座
「
消
化
器

が
ん
か
ら
市
民
を
守
る
」

　

鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
済

生
会
病
院
の
消
化
器
内
科
、
消
化
器

外
科
の
医
師
６
人
に
よ
る
講
演
会
を

行
い
、
が
ん
医
療
の
最
新
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
23
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

み
な
と
テ
ラ
ス

▼
参
加
費　

無
料

※
事
前
予
約
は
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院　

総
務
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
３
１
６
１

済
生
会
病
院
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
後
遺
症
外
来
」
の
開
設

　

済
生
会
病
院
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
・
治
療
後
に
、
主
な

症
状
は
回
復
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

倦
怠
感
、
息
切
れ
、
咳
、
頭
痛
、
嗅

覚
・
味
覚
障
が
い
な
ど
の
後
遺
症
に

悩
む
人
に
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
後
遺
症
外
来
」
を
開
設
し

ま
し
た
。
症
状
が
改
善
せ
ず
長
引
く

場
合
は
、
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
診
察
日　

毎
週
金
曜
日
午
前
中

※
予
約
制

▼
予
約
方
法

　

平
日
の
午
後
２
時
〜
４
時
の
間
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
３
１
６
１

全
国
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

家
族
の
会　

鳥
取

▼
対　

象

ご
家
族
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問
題
で
お
困

り
の
人
、
知
識
や
対
応
を
知
り
た
い
人

▼
と　

き　

７
月
30
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

鳥
取
県
立
武
道
館　

　

２
階
研
修
室

▼
参
加
費　

千
円（
申
し
込
み
不
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

全
国
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
家
族
の

会　

鳥
取

kazokukai.t@
gm
ail.com

ギ
ャ
マ
ノ
ン
米
子

【
オ
ー
プ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
】

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
家
族
の
体
験

談
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
29
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

鳥
取
県
立
武
道
館　

　

２
階
会
議
室

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ギ
ャ
マ
ノ
ン
米
子

gam
anon.yonago@

gm
ail.com

内
閣
府
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

令
和
４
年
９
月
に
全
面
施
行
さ
れ

た
「
重
要
土
地
等
調
査
法
」
に
基
づ

き
、
防
衛
関
係
施
設
な
ど
の
周
囲
お

お
む
ね
１
０
０
０
ｍ
の
区
域
を
「
注

視
区
域
」・「
特
別
注
視
区
域
」
と
し

て
、
国
が
指
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
は
一
部
の
区
域
が
指

定
の
候
補
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
特
別
注
視
区
域
（
候
補
）】

　

美
保
通
信
所
、
高
尾
山
分
屯
基
地

の
周
囲

【
注
視
区
域
（
候
補
）】

　

美
保
基
地
の
周
囲

　

今
後
、
区
域
が
指
定
さ
れ
た
場
合

は
、
区
域
内
の
土
地
・
建
物
で
防
衛

関
係
施
設
な
ど
の
機
能
を
阻
害
す
る

行
為
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
を
、
内

閣
府
が
調
査
を
行
う
ほ
か
、「
特
別

注
視
区
域
」
内
で
は
２
０
０
㎡
以
上

の
土
地
・
建
物
の
売
買
な
ど
を
す
る

際
に
は
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
い
た
だ
く
か
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

内
閣
府
重
要
土
地
等
調
査
法
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
１
‐
１
２
５

informationinformation

Mail Mail

内閣府
ホームページ
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み
な
〜
と
カ
フ
ェ

「
家
族
み
ん
な
で
出
来
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
講
座
」

【
〜
家
庭
の
生
ご
み
が
庭
の
花
や
野
菜
の
堆
肥
に
〜
】

　

さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ス
ト
を
お
迎
え
し
、

活
動
に
対
す
る
想
い
・
体
験
談
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
22
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
（
旧
市
民
図
書
館
）

▼
講　

師

◇
渡
部
敏
樹
さ
ん
（
自
然
農
法
さ
か

　

い
夢
の
浜
代
表
）

◇
環
境
・
ご
み
対
策
課
職
員

▼
定　

員

30
人

▼
申
込
期
限　

７
月
19
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
２
０
４

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会

夏
休
み
お
は
な
し
会

　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
、
手
遊

び
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
対　

象　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で

▼
と　

き　

７
月
25
日
（
火
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

境
公
民
館　

集
会
室

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会　

　

足
立
さ
ん　
　

☎
45
‐
３
０
７
６

夏
休
み
企
画「
裁
判
官
・
検
察
官
・

弁
護
士
に
聞
い
て
み
よ
う
！
」

　

法
曹
三
者
と
質
疑
応
答
、
法
廷
内

見
学
、
裁
判
の
仕
組
み
な
ど
の
説
明

を
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

小
学
校
5
年
生
お
よ
び
6
年
生
と

そ
の
保
護
者
１
人

▼
と　

き　

８
月
22
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所
米
子
支
部

▼
定　

員

13
人
（
要
申
し
込
み
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
受
付
順

　

と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
期
間

　

７
月
24
日（
月
）〜
８
月
14
日（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
地
方
裁
判
所
米
子
支
部

　

庶
務
課　
　
　

☎
22
‐
２
２
０
５

境さ
か
い
こ
う

港
み
な
と
見
学
会　

　

港
湾
業
務
艇
「
は
く
し
ゅ
う
」
に

乗
っ
て
海
か
ら
境
港
を
見
学
し
ま
す
。

▼
対　

象　

３
歳
以
上

　
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
と　

き

　

７
月
25
日
（
火
）・
26
日
（
水
）

◇
１
日
３
回　

※
各
回
約
60
分

　
（
午
前
10
時
30
分
〜
、
午
後
１
時

30
分
〜
、
午
後
３
時
〜
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
定　

員　

各
回
12
人

　
（
要
事
前
申
し
込
み
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
締
切

　

り
ま
す

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

※
申
し
込
み
の
際
は
、参
加
者
指
名
・

　

住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望

　

の
日
時
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間

　

７
月
３
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）

　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
３
１
４
５

pa.cgr-sakaikou_koho@
mlit.go.jp

自
衛
官
採
用
制
度
説
明

　

自
衛
官
採
用
制
度
や
待
遇
の
説
明
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
景
品
を
ゲ
ッ

ト
し
ま
し
ょ
う
！

▼
と　

き

　

７
月
20
日
（
木
）・
21
日
（
金
）

　

午
後
３
時
〜
７
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
２
４
４
０

境
港
市
二
十
歳
の
集
い

実
行
委
員
会
の
委
員

　
「
境
港
市
二
十
歳
の
集
い
」
で
は
、

「
境
港
市
二
十
歳
の
集
い
実
行
委
員

会
」
が
式
典
の
企
画
・
運
営
を
行
い

ま
す
。
一
緒
に
思
い
出
に
残
る
式
典

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

▼
対　

象

　

今
年
度
20
歳
に
な
る
人
（
平
成
15

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

▼
主
な
仕
事

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
内
容
の
企
画
・

運
営
、
司
会
、
受
付
補
助
、
そ
の
他

式
典
に
関
す
る
こ
と

※
計
４
回
程
度
の
会
合
を
予
定
し
て
い

　

ま
す
。（
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
参
加
可
）

▼
募
集
人
数　

８
人
程
度

▼
申
込
期
限　

７
月
31
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
【
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
】

▼
式
典
日
程
（
令
和
５
年
度
）

　

来
年
１
月
７
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
１

syougaigakusyu@city.sakaiminato.lg.jp

親
子
ベ
ト
ナ
ム
教
室

　

国
際
交
流
員
と
一
緒
に
、
ベ
ト
ナ

ム
の
星
形
提
灯
作
り
を
親
子
で
体
験

し
ま
す
。

▼
対　

象

市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　
　

▼
と　

き　

８
月
５
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
定　

員　

８
組（
１
組
３
人
ま
で
）　

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

　

し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

次
の
事
項
を
添
え
て
、電
話
・
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
①
参
加
者
全
員
の
氏
名
②
お
子
さ

ん
の
小
学
校
名
・
学
年
③
住
所
④
電

話
番
号
】

▼
申
込
期
限　

７
月
24
日
（
月
）　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

経
済
交
流
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
９

　
　
　
　
　
　
　
　

44
‐
７
９
５
７

suisan@
city.sakaim

inato.lg.jp

informationinformation

募募 

集集

催催 

しし

Mail

Mail

Mail

FAX

市報さかいみなと　18



informationinformation

食
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

食
生
活

改
善
推
進
員
養
成
講
座　

受
講
生

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生
活
に

つ
い
て
、
基
礎
的
な
知
識
や
技
術
を

学
ぶ
講
座
で
す
。
自
分
や
家
族
、
地

域
の
健
康
の
た
め
に
、
あ
な
た
も
食

生
活
改
善
推
進
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象　

　

市
内
在
住
者
で
、
受
講
後
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
人

▼
と　

き
（
全
８
回
）

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

※
⑦
回
目
の
み
、
お
さ
か
な
パ
ー
ク

▼
修
了
要
件　

　

６
回
以
上
出
席
し
た
人

▼
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

※
託
児
付
き
（
定
員
６
人
）

▼
受
講
料　

２
千
円
（
材
料
費
）

▼
持
参
す
る
も
の　

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か

▼
申
込
期
間　

　

７
月
３
日
（
月
）
〜　

先
着
順

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課　

計
画
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
１

　
　
　
　
　
　
　
　

47
‐
１
１
１
２

　
kenko@

city.sakaim
inato.lg.jp

ヤ
ン
グ
健
診

　

若
い
こ
ろ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
が

大
切
で
す
。
今
か
ら
健
診
を
受
け
る

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
内　

容

　

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

血
液
検
査
、
診
察

▼
対　

象　

　

昭
和
59
年
４
月
１
日
〜
平
成
16
年

３
月
31
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人

※
た
だ
し
、
40
才
以
上
で
育
休
中
な

　

ど
の
理
由
で
、
健
診
を
受
け
る
機

　

会
が
な
い
人
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

▼
と　

き　

８
月
22
日
（
火
）

　

午
前
８
時
45
分
〜
10
時
15
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
人
数　

60
人（
要
申
し
込
み
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

※
託
児
あ
り
（
先
着
16
人
）。
希
望
者
は

　

申
し
込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
健
診
費
用　

千
円

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
し
込
み

▼
申
し
込
み
期
間

　

７
月
10
日（
月
）〜
８
月
10
日（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
づ
く
り
推
進
課　

健
診
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
１

市
営
住
宅
の
入
居
者

▼
入
居
資
格（
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

※
保
証
会
社
に
よ
る
保
証
で
も
入
居

　

を
認
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

◇
自
炊
可
能
な
程
度
の
健
康
状
態
で
、

　
60
歳
以
上
の
高
齢
単
身
者
世
帯
な
ど
、

　

一
定
の
世
帯
構
成
で
あ
る
こ
と

※
「
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
」
と
は
、

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
向
け
の
設
備

　

を
備
え
た
住
宅
に
、
緊
急
通
報
シ

　

ス
テ
ム
の
設
備
と
生
活
援
助
員
の

　

サ
ー
ビ
ス
を
加
え
た
住
宅
で
、
家

　

賃
の
ほ
か
に
生
活
援
助
員
派
遣
費

　

用
が
必
要
で
す
。（
緊
急
通
報
シ

　

ス
テ
ム
接
続
の
た
め
、
固
定
電
話

　

を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

　

入
居
者
は
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま

　

す
が
、
状
況
に
よ
り
抽
選
で
決
定

　

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

７
月
３
日
（
月
）
〜
10
日
（
月
）

▼
入
居
抽
選
日　

７
月
12
日
（
水
）

▼
入
居
可
能
日　

８
月
１
日
（
火
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
、
別
途

　

駐
車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま

　

す
。（
１
区
画　

月
額
千
円
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課　

公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
９

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
の
公
募
委
員

　　

小
学
校
お
よ
び
中
学
校
の
校
長
や

保
護
者
の
代
表
な
ど
を
含
め
た
委
員

と
一
緒
に
、
学
校
給
食
の
提
供
や
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す
る

ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

▼
資　

格　

　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
で
会
議
に

出
席
で
き
る
人

▼
任　

期　

８
月
か
ら
２
年
間

▼
会
議
開
催　

年
２
回
程
度

　
（
平
日
の
昼
間
に
開
催
予
定
で
す
）

※
１
回
目
は
９
月
頃
の
開
催
を
予
定

▼
募
集
人
員　

２
人

▼
申
し
込
み
方
法　

　

応
募
の
動
機
を
４
０
０
字
以
内
で

記
入
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
連
絡
先
を
明
記
の
う
え
、
持
参
、

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

７
月
14
日
（
金
）

　

午
後
５
時
必
着

※
応
募
書
類
を
も
と
に
書
類
選
考
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
４
‐
０
０
４
３

　

境
港
市
竹
内
町
２
４
１
２

　

境
港
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
21
‐
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

21
‐
２
１
１
２

※
持
参
の
み
教
育
総
務
課
で
も
可

夏
休
み 

は
た
お
り
体
験

　
卓
上
は
た
お
り
機
で
、コ
ー
ス
タ
ー

な
ど
を
織
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
作
品

は
当
日
持
っ
て
帰
れ
ま
す
。

▼
対　

象　

小
学
生
以
上

▼
と　

き　

　

７
月
30
日
（
日
）・
８
月
６
日
（
日
）

◇
午
前
10
時
〜
正
午

◇
午
後
１
時
半
〜
３
時

※
１
日
に
２
回
開
催

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　

５
０
０
円

▼
定　

員　

各
回
５
人
（
計
20
人
）

▼
持
参
す
る
も
の　

糸
切
は
さ
み

▼
申
込
期
限　

７
月
26
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

手
織
工
房　

藍あ
じ
さ
い

慈
彩

☎
０
９
０
‐
７
８
９
５
‐
６
１
１
７

団地名 上道団地
（上道町3563）

種　別 シルバーハウジング

建設年度 平成11年

構　造 鉄筋・4階建

募集住戸 10棟 305号（3階）

間取り等 2DK7.5 畳
洋 6畳

家　賃 20,000～
39,300円

①　８月　４日（金）午前９時30分～正午
②　８月24日（木）午前９時30分～午後1時
③　9月 27日（水）午前９時30分～午後1時
④ 10月 20日（金）午前９時30分～午後1時
⑤ 11月　7日（火）午前９時30分～正午
⑥12月　1日（金）午前９時30分～午後1時
⑦ 12月 21日（木）午前９時30分～午後1時
⑧来年1月 19日（金）午前９時30分～正午

Mail

FAX

FAX

WEB
申し込み

詳細は
こちら

19　令和５年７月



第
３
弾
さ
か
い
み
な
と

応
援
券
の
取
扱
店
舗

　

市
で
は
、
燃
油
を
は
じ
め
と
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
価
格
の
高
騰
、

そ
れ
に
伴
う
商
品
価
格
の
値
上
げ
が

続
い
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
依
然
と

し
て
地
域
経
済
や
市
民
生
活
に
大
き

な
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

内
取
扱
店
舗
で
の
買
物
や
食
事
の
際

に
利
用
で
き
る
「
第
３
弾　

さ
か
い

み
な
と
応
援
券
」
を
全
市
民
に
配
布

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

配
布
に
先
立
ち
、
新
た
に
取
扱
店

舗
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
市
内
店
舗

の
登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
請
期
限　

７
月
18
日
（
火
）

※
期
限
後
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
応
援

　

券
配
布
時
に
同
封
す
る
「
取
扱
店
舗

　

の
一
覧
」
に
は
掲
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
要
件
・
申
請
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
６

鳥
取
県
原
子
力
防
災
訓
練

（
船
舶
避
難
訓
練
）
参
加
者

▼
内　

容

①
海
上
保
安
庁　

巡
視
船
お
き　

　

境
港
（
大
正
岸
壁
）
発
着
（
海
上

で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
着
艦
訓
練
）

②
海
上
自
衛
隊　

水
中
処
分
母
船
１
号

　

境
港
（
竹
内
岸
壁
）
か
ら
鳥
取
港

へ
避
難
（
鳥
取
港
で
放
射
性
物
質
の

付
着
確
認
訓
練
後
、
バ
ス
で
帰
着
）

▼
対　

象　

鳥
取
県
在
住
の
人

▼
と　

き　

８
月
23
日
（
水
）

▼
集
合
場
所
・
時
間

◇
西
部
総
合
事
務
所　

　

午
前
７
時
集
合

①
午
後
０
時
40
分
解
散

②
午
後
３
時
30
分
解
散

◇
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
前

　

午
前
７
時
40
分
集
合

①
午
後
０
時
10
分
解
散

②
午
後
４
時
解
散

▼
募
集
人
数　

先
着
20
人（
各
10
人
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
参
加
申

込
票
」
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

７
月
21
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
危
機
管
理
局　

　

原
子
力
安
全
対
策
課

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
９
７
３

　
　
　

０
８
５
７
‐
26
‐
８
８
０
５

genshiryoku-anzen@pref.tottori.lg.jp

自
衛
官

※
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

【
自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）】

▼
対　

象

18
歳
以
上
33
歳
未
満

▼
受
付
期
間　

随
時

【
一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）】

▼
対　

象

18
歳
以
上
33
歳
未
満

▼
受
付
期
限　

９
月
５
日
（
火
）

【
航
空
学
生
（
海
・
空
）】

▼
対　

象

◇
海　

18
歳
以
上
23
歳
未
満
ま
た
は
、

　
　
　

高
専
３
年
次
修
了
者

◇
空　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
ま
た
は
、

　
　
　

高
専
３
年
次
修
了
者

▼
受
付
期
限　

９
月
７
日
（
木
）

※
試
験
日
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
２
４
４
０

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
」
参
加
者

　

戦
没
者
の
遺
児
が
旧
戦
域
を
訪
れ
、

慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の

地
域
の
人
々
と
友
好
親
善
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

▼
参
加
資
格　

戦
没
者
の
遺
児

▼
募
集
地
域

ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
マ
リ
ア

ナ
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ
ス

マ
ー
ク
諸
島
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
マ
ー

シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、
中
国

▼
参
加
費　

各
地
域
10
万
円

※
集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
、

　

帰
国
時
宿
泊
代
、
渡
航
手
続
手
数

　

料
な
ど
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
日
本
国
内
外
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

　

査
な
ど
の
費
用
は
個
人
負
担
で
す
。

※
参
加
費
は
、
燃
料
費
の
高
騰
な
ど
に

よ
り
値
上
げ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
　

☎
03
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１

　

鳥
取
県
遺
族
会

　
　

☎
０
８
５
７
‐
39
‐
２
２
７
０

気
軽
に
筆
談
セ
ミ
ナ
ー

▼
対　

象

　

高
校
生
以
上
で
筆
談
に
興
味
の
あ

る
人
、
公
共
施
設
・
民
間
企
業
な
ど

で
窓
口
業
務
な
ど
に
携
わ
る
人

▼
と　

き　

７
月
23
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
定　

員

20
人

▼
申
込
期
限　

７
月
14
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
県
中
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
５
５

　
　
　

０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
６
０

県
民
向
け
ミ
ニ
手
話
講
座

【
親
子
編
】

▼
と　

き　

８
月
５
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
定　

員

20
組

▼
申
込
期
限　

７
月
28
日
（
金
）

【
３
回
連
続
編
】

▼
と　

き

　

９
月
１
日
（
金
）・
８
日
（
金
）・

15
日
（
金
）　

午
後
７
時
〜
９
時

▼
定　

員

30
人

▼
申
込
期
限　

８
月
25
日
（
金
）

【
共
通
事
項
】

▼
対　

象

　

手
話
言
語
に
興
味
が
あ
る
人

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
県
中
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
５
５

　
　
　

０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
６
０

２
０
２
３
年
度
手
話
奉
仕
員

養
成
講
習
会
【
入
門
編
】

▼
対　

象

　

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人

な
ど
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意
を
有
す

る
人
（
高
校
生
以
上
）

▼
と　

き

　

９
月
12
日
（
火
）
〜
来
年
２
月
13

日
（
火
）
の
毎
週
火
曜
日

　

午
後
７
時
〜
９
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

ほ
か

▼
定　

員

40
人

▼
申
し
込
み
方
法

　

郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

▼
申
込
期
限　

８
月
22
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
中
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン

タ
ー
養
成
講
習
会
（
手
話
）
事
務
局

　
　

☎
０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
５
５

　
　
　

０
８
５
８
‐
27
‐
２
３
６
０

informationinformation
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労
務
管
理
セ
ミ
ナ
ー

【
今
ど
き
の
働
き
方
・
働
か
せ
方

〜
最
近
の
法
改
正
ト
ピ
ッ
ク
ス
〜
】

　

副
業
兼
業
の
注
意
点
、
月
60
時
間

超
残
業
の
取
り
扱
い
、
高
齢
者
雇
用

の
活
用
、
賃
金
の
デ
ジ
タ
ル
払
い

▼
と　

き　

７
月
28
日
（
金
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
立
図
書
館
２
階
研
修
室

▼
講　

師　

安
田
岳
歩
さ
ん

　
（
特
定
社
会
保
険
労
務
士
）

▼
定　

員

35
人
（
要
申
し
込
み
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

７
月
27
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先

　

鳥
取
県
中
小
企
業
労
働
相
談
所
み

な
く
る
米
子　
　

☎
31
‐
８
７
８
５

職
業
訓
練

▼
訓
練
科

　

初
歩
か
ら
学
ぶ
パ
ソ
コ
ン
活
用
科

（
短
期
間
）（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の

実
践
的
な
能
力
を
習
得
し
ま
す
）

▼
訓
練
期
間

　

７
月
25
日（
火
）〜
９
月
20
日（
水
）

▼
訓
練
場
所

　
（
有
）
米
子
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー

明
治
町
教
室
（
無
料
駐
車
場
あ
り
）

▼
定　

員

14
人

▼
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
実
費
）

▼
申
込
期
限

７
月
12
日
（
水
）
正
午

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子
（
米
子
公
共

職
業
安
定
所
）　

☎
33
‐
３
９
１
１

公
務
員
合
同
説
明
会

　

令
和
５
年
度
採
用
案
内
、
職
務
内

容
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

▼
と　

き　

７
月
８
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

米
子
警
察
署

▼
参
加
機
関
自
衛
隊
、
鳥
取
県
警

察
、
中
国
四
国
管
区
警
察
局
、
海
上

保
安
庁
、
鳥
取
県
西
部
消
防

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
２
４
４
０

納
税
相
談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市

税
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産

の
換
価
（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
（
要
予
約
）】

　

夜
間
の
納
税
相
談
を
ご
利
用
さ
れ

る
場
合
は
、
７
月
か
ら
予
約
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

　

仕
事
な
ど
で
、
平
日
の
昼
間
に
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
と

き
は
、
相
談
日
の
前
日
（
休
日
を
除

く
）
ま
で
に
収
税
課
に
ご
予
約
の
う

え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

◇
７
月
31
日
（
月
）

◇
８
月
31
日
（
木
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

※
予
約
者
の
相
談
が
終
わ
り
次
第
終

　

了
し
ま
す
。
ま
た
、
予
約
が
な
い

場
合
、納
税
相
談
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
法

人
市
民
税

※
納
税
通
知
書
な
ど
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課　

滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

商
工
会
議
所　

相
談
会

【
事
業
承
継　

個
別
相
談
会
】

▼
と　

き　

７
月
20
日
（
木
）

　

午
後
１
時
〜
４
時（
完
全
予
約
制
）

※
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
２
人
）

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所　

２
階
相
談
室

▼
相
談
料　

無
料

【
経
営
相
談
会
】

▼
と　

き　

７
月
11
日
（
火
）　

　

午
後
１
時
〜
４
時

※
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
、
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所　

２
階
相
談
室

▼
相
談
料　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
商
工
会
議
所　

相
談
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
１
１
１
１

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
転
職
サ
ポ
ー
ト
！
お
仕
事
相
談
会
】

▼
と　

き　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
と
こ
ろ

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
お
仕
事
相
談
会
in
プ
ラ
ン
ト
５
】

▼
と　

き

　

７
月
11
日
（
火
）・
25
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
5　

境
港
店

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
３
３
９
５

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

▼
対　

象

　

お
お
む
ね
15
〜
49
歳
の
お
仕
事
を

探
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族

▼
と　

き

　

７
月
14
日
（
金
）・
28
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

市
役
所　

第
２
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　
　
　
　

☎
21
‐
５
６
７
８

相
続
登
記
義
務
化
・
遺
言
書
保
管

の
手
続
き
に
関
す
る
相
談
所
開
設

　

来
年
４
月
か
ら
相
続
登
記
の
申
請

が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
相
続
登
記
の

こ
と
に
つ
い
て
法
務
局
職
員
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
法
務
局

に
遺
言
書
を
預
け
る
制
度
に
つ
い
て

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

７
月
13
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
予
約
不
要

▼
と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
地
方
法
務
局
米
子
支
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
22
‐
６
１
６
１

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
３
を
押
す
。

相
談
相
談

informationinformation
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聖心幼稚園 にこにこひろば
【にこちゃんくらぶ】

▼内　容　七夕製作

▼対　象　未就園児親子　※要事前申し込み

▼と　き　７月６日（木）　
　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　本園遊戯室
※詳しくは聖心幼稚園ホームページをご覧ください。
【園庭開放】

▼対　象　在園児親子・未就園児親子

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午
　　　　　◇土曜日　午前９時３０分～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

すまいる　育成保育園
【OPEN　DAY】

▼内　容　開放日、園内見学、保育園についての質問
　　　　　や子育て相談に応じます。

▼対　象 未就園児親子、保護者のみ　※申し込み不要
※当日体調に不安がある人は、参加をお控えください。

▼と　き　７月１２日（水）
　　　　　午前9時３０分～１１時

▼問い合わせ先
　育成保育園　☎４４－１９５８
　公式ＬＩＮＥ ＩＤ ＠３６２ｙｇｐｒａ

認定こども園　美哉幼稚園　びさい交流会
【わくわくクラブ】
「水あそびグッズを作ってあそぼう！」

▼対　象　未就園児親子

▼と　き
　7月１４日（金）午前１０時～お昼ごろ

【園庭開放】

▼と　き　平日の午前中

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９

子育て
ひろば

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせ
ください。
　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先
と同じです。

きらきら・ひまわり情報
【巡回子育てプレイランド】

▼内　容　ひまわりのおもちゃを持って出かけます。
　　　　　一緒に遊びましょう。
※併せて、「巡回型子ども服リユース事業」も開催します。

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　７月１４日（金）　午前１０時～１１時３０分

▼ところ　余子公民館

【おおきくなったね！＆親子歯みがき教室】

▼内　容　７月生まれの誕生会、歌・身体計測・手形・
　　　　　足形など

▼対　象　乳幼児と保護者　※要事前申し込み

▼と　き　７月１８日（火）　午前１０時３０分～
　　　　　※午前１１時から親子歯みがき教室も行います。
　　　　　　（コップ・歯ブラシ・手拭きタオルが必要です。）

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼定　員　２０組

▼申込期間　７月１日（土）～１４日（金）

【０歳さんあつまれ～！】

▼内　容　親子で音あそびを楽しみましょう
　　　　　歌・身体計測・手形・足形など

▼対　象　満１歳までの子どもと保護者
※要事前申し込み

▼と　き　７月２５日（火）　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼定　員　２０組

▼申込期間　７月１日（土）～２１日（金）

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１０時４５分～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼申し込み・問い合わせ先
　こども支援センター　「きらきら」　　☎４５－０１１６
　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３

境港市ファミリー・
サポート・センター

【こどものための救急安全講演会
　　　　　　　　　　～救急対応や応急手当の仕方～】

▼対　象　ファミリー・サポート・センター会員
　　　　　定員に空きがある場合は、会員以外の人も
　　　　　参加できます。　 ※要事前申し込み

▼と　き　７月１９日（水）午前10時～ 11時 30分

▼ところ　保健相談センター　講堂（託児あり）

▼定　員　２０組（定員になり次第締め切ります）

▼申し込み・問い合わせ先
　境港市ファミリー・サポート・センター
　☎４５－６６６０
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おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月ごとにおむつ
利用券（１回の申請につき３０００円分）を交付して
います。今月の対象者は下記のとおりです。

※お子さんの誕生月が令和４年 8月、１１月、令和５
　年２月の人は、７月３１日（月）が申請期限ですので、
　ご注意ください。
　また、令和４年１２月生まれのお子さんの場合は、
　６カ月児健康診査の時にも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子健康手帳
　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先
　子育て支援課　育児支援係　☎４７－１０７７

お子さんの誕生月 参　考

１回目 令和５年　2月～　4月 出生月の３～５カ月後

２回目 令和４年１１月
～令和5年１月 出生月の６～８カ月後

３回目 令和４年　8月～１０月 出生月の９～１１カ月後

☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。

▼問い合わせ先　生涯学習課　生涯学習係　☎４７－１０９１

☆乳幼児健康診査・相談の日程

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館
毎月第３金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館
毎月第１金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館
毎月第４金曜日

10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場） 毎週水曜日

内　容 と　き 対　象 ところ・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

  7月27日（木）

　12：30 ～ 13：45 の 間で、
時間差で少人数ずつ行います。
　詳しい時間については、別途
対象者へ郵送でお知らせします。

令和4年 12月生まれの乳児【ところ】
　保健相談センター
【問い合わせ先】
　健康づくり推進課
　地域保健係
　☎47－ 1042

※母子健康手帳を
　持参してください
※歯科相談希望者は
　ハブラシを持参し
　てください
　（対象：幼児）

  8月29日（火） 令和5年　1月生まれの乳児

１歳６カ月児
健康診査

  7月26日（水） 令和3年 12月生まれの幼児
  8月30日（水） 令和4年　1月生まれの幼児

３歳児
健康診査

  7月13日（木） 令和2年　4月生まれの幼児
  8月17日（木） 令和2年　5月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

  8 月  8 日（火）
  9：30～正午

妊産婦・乳幼児と保護者
離乳食講習会 （５～８カ月児）10：00～

（９カ月～１歳６カ月児）11：00～

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※こども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」
　☎45－ 0116
「ひまわり」
　☎21－ 8103

ようこそ♡あかちゃん教室
▼対　象　妊婦さんとそのパートナー

　　　　　妊婦さんお一人の参加もＯＫ

▼と　き　７月１５日（土）
　　　　　午前１０時～１１時３０分
　　　　　※事前申し込みが必要です。

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼主な内容　
◇赤ちゃんのお風呂
　（赤ちゃん人形を使ったデモンストレーション）
◇妊婦体験
　（妊婦さんが感じている重さを体感してみましょう）
◇絵本の読み聞かせ
　（お腹の赤ちゃんに語りかける絵本のコミュニケー
　ション）

▼申込期限　７月１２日（水）
※託児もあります。申し込みの時にお知らせください。

▼申し込み・問い合わせ先
　健康づくり推進課　地域保健係　☎４７－１０４２
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図 書 館 に 行 こ う ！図 書 館 に 行 こ う ！

　図書館関連 催し物

今月の新規図書
【一般書】
◇ものがわかるということ(養老孟司)
◇特撮家族（高見澤俊彦）
◇「マスコミ」って言うな！（斎藤貴男）
◇ヒエログリフを解け（エドワード・ドルニック）
◇古代出雲大国（木佐芳男）
◇僕は珈琲（片岡義男）
【児童書】
◇くすのきだんちのひ・み・つ（武鹿悦子）
◇肉まん先生（広東もな）
◇たべて　うんこして　ねる（はらぺこめがね）
◇ブルーロック（吉岡みつる）
◇はじめての歌舞伎（漆澤その子）
◇鏡のうらのカガミさん（みずのまい）
☆貸出冊数・期間　　　１人10冊・２週間
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市民図書館　☎４７－１０９９
◆開館時間　　　　　　　　　　　◆ホームページ
午前９時３０分～午後６時３０分
　【土・日・祝日は午後６時閉館】
◆休館日　毎月第２木曜日・月末

新刊続々　～絶賛貸し出し中～

　この1年間、境港市民をはじめ、多くの人に利用していただき、ありがとうございます。今月と来月は、感謝の気
持ちを込めて、市報6月号でお知らせしたことも含めいろいろと企画しています。2年目もどうぞよろしくお願いし
ます。

と　き 催事名 ところ 時　間 入場料・参加費
  7 月 15日（土）
  8 月　5日（土） 古典講座「みんなで楽しく『万葉集』を読もう」 市民交流

センター 13:50～ １００円

  7 月 22日（土） 図書館で英語多読 市民図書館 15:30～ 16:30 無　料

おかげさまで１周年

【講演会「水木さんの幸福論」】
　境港市出身、フィッシュ大使第１号でもあり、水木し
げる先生との親交も厚かった足立倫行氏による講演会。

▼と　き　７月29日（土）　午後２時～３時30分

▼ところ　市民交流センター大会議室

▼定　員　先着80人（要申し込み）

▼参加費　無料

【リニューアルオープン１周年記念コンサート】
　暑いひと時、涼しい図書館の中で「Quartet of 
four voices」（カルテット・オブ・フォー・ボイシズ）
の5人が演奏するボサノバ・ジャズの曲を聴きませんか。

▼と　き　７月30日（日）　午後２時～

▼ところ　図書館ブラウジングコーナー

▼参加費　無料（申し込み不要）

録音図書の貸し出し
録音図書の利用者が徐々に増えてきており、利用された
人には喜んでもらっています。活字が読みにくい人、本
を持ったりページをめくったりしにくい人は一度試して
みませんか。詳しくは、図書館までお問い合わせくださ
い。

お

お忘れなく！
 固定資産税（２期）　　　　　　　国民健康保険税（１期）
 後期高齢者医療保険料（１期）　　介護保険料（１期）
　　　　　　　　　　　　　　　　の納期限は 7月 3１日（月） です。
・便利な口座振替をご利用ください。
・納期限内に納付がない場合、納期限後２０日以内に督促状を発送します。
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－境港市の人口－
　　男　：15,833人（△ 7）
　　　女　：16,957人（△ 15）
　　合　計：32,790人（△ 22）
　　世帯数：15,433世帯（＋7）
　※令和5年 5月末現在（）内は前月比
　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談 　７月１３日（木）
　8月 10日（木） 13：00～ 16：00

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談 　７月１４日（金）
　8月１8日（金） 13：30～ 15：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取行政監視
　　行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

法　律　相　談
（司法書士による）

　７月１２日（水）
　８月　９日（水） 13：30～ 15：00

老人福祉センター（浜の里）
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
（弁護士による）

　７月　７日（金）
　７月２１日（金）
　８月　４日（金）

13：30～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30～ 17：00

法　律　相　談
（相続、不動産、
多重債務など）

　７月１２日（水）
　８月　９日（水） 14：00～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４
※要予約

多重債務・法律
相  談  会 　７月２０日（木） 13：30～ 15：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※要予約

相続・遺言相談 　７月１１日（火）
　８月　８日（火） 10：30～ 12：30

老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４
※要予約

家庭児童相談 月～金曜日  8：30～ 17：15 子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日  8：30～ 17：00 青少年育成センター　☎５７－５６７７

こころの相談
カウンセリング 　７月１０日（月） 13：00～ 15：00

健康づくり推進課
地域保健係
☎４７－１０４３※要予約

Ｄ　Ｖ　相　談

◇鳥取県西部総合事務所　地域福祉課　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日8：30～ 17：15※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
受付時間：夜間（毎日17：15～ 8：30）、土日祝（8：30～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日8：30～ 19：00、 火～金曜日8：30～ 17：15、
  第２土曜日9：30～ 16：00）
予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日8：30～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

7月 13日（木）
シンフォニー・アナログ・レコード鑑賞会
「ペドロ＆カプリシャス・ベスト」「サイモン＆ガ
ーファンクル・ベスト」

文化ホール 14:00 ～ 16:00 境港市文化振興財団☎44－ 1000 無　料

7月 21日（金）
～9月 4日（月） 夏休み企画　魚ノ干物展

海とくらし
の史料館

9:30～ 17:00
（最終受付16：30）

海とくらしの史料館    
☎ 44－ 2000

大人 410円
小中高生100円
幼児・70歳以上無料

7月 22日（土） サロンコンサート「トレジェネ声楽コンサート」 文化ホール 14:00 ～ 15:00 境港市文化振興財団☎44－ 1000 無　料

7月 30日（日） 宝くじ文化公演・ファミリーコンサート「オーケストラで聴くジブリ音楽」 文化ホール 15:00 ～ 17:00 境港市文化振興財団☎44－ 1000

一般 1500円
（当日2000円）
高校生以下1000円
（当日 1500円）

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール

25　令和５年７月



FAX

よくある定型的なお問い合わせに、ＡＩ（人工知能）チャットボットがお答えします。
　インターネット上でのお問い合わせに対し、あらかじめ登録した回答を自動的に表示します。
　少しずつ回答できる質問が増えていくよう学習していきますので、こちらもお試しください。

今月の
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、
お気軽に下記の連絡先にご連絡ください。
　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。
代表電話番号
　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号
　　０８５９－４４－３００１
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窓口キャッシュレス決済始めました！
　住民票の写し、所得証明書など、各種証明書の交付手数料の
お支払いに、キャッシュレス決済が利用できます。

▼利用できる窓口　◇市民課　◇税務課　◇収税課

▼利用できるキャッシュレス決済の種類
◇クレジットカード（VISA、JCB　など）
◇電子マネー（iD、楽天Edy、WAON　など）
◇QRコード（楽天ペイ、ｄ払い　など） 詳細はこちら 市ホームページ

　美保湾で育った銀鮭は、「境港サーモン」のブランド名で、
有名ですね。身がやわらかいのが特徴で、脂がのって、とても
おいしい、境港の自慢の味です。境港市の学校給食でも、毎月
のように登場し、子どもたちにも人気の魚です。今回紹介する
「銀鮭の香り焼き」は、生姜やウスターソースの香りが食欲を
そそる料理です。みそや砂糖も使った甘辛い味付けは、ごはん
との相性もばっちりです。ぜひご家庭でもお試しください。

銀 鮭 の 香 り 焼 き

【問い合わせ先】
　境港市学校給食センター
☎21－ 2111  FAX 21－ 2112

美保銀 鮭 の 香 り 焼 き

   33学校給食レシピ学学今月
の

□材料（４人分）
◇鮭切り身　　　　　４切（１切５０～６０ｇ程度）
◇生姜　　　　　　　０．８ｇ
　　　　　　　　　　（スライス1枚分くらい）
◇ウスターソース　　　 ７ｇ（小さじ１強）
◇砂糖　　　　　　　　 ２ｇ（小さじ２/ ３）
◇酒　　　　　　　　　 ５ｇ（小さじ１弱）
◇味噌　　　　　　　　 ８ｇ（小さじ１と１/ ３）
◇油　　　　　　　　　適量

小
こばやし

林 詩
うた
ちゃん

（令和5年2月14日生）（外江町）
≪お子さんへのメッセージ≫ 

いつも笑顔でみんなを幸せにしてくれるうー
ちゃん。産まれてきてくれてありがとう！

天
あまの

野 心
ここは

遥 ちゃん
（令和4年11月23日生）（財ノ木町）
≪お子さんへのメッセージ≫ 

たくさんの笑顔で家族を明るくしてくれるここ
ちゃん。これからもたくさん笑ってすごそうね！

□作り方
① 鮭の切り身は、流水で軽く洗い、キッチンペーパーで水を
　しっかりと切っておく。生姜はすりおろす。
② 全ての調味料とすりおろした生姜をビニール袋に入れ、混
　ぜ合わせる。
③ ②に鮭の切り身を入れ、調味液をなじませる。袋の口をし
　ばり、３０分から1時間程度冷蔵庫で寝かせる。
　（寝かせている間に、ビニール袋の上下をひっくり返すと、
　全体に調味液が行き渡ります。）
④ フライパンに油をひき、中火で温める。フライパンが温ま
　ったら、身を下にして焼き、焼き色が付いたらひっくり返し
　て皮目を焼く。
※焦げやすい調味料を使用しているため、火加減に注意して焼
　きましょう。
※テフロン加工のアルミホイルを使用して焼くと、フライパン
　を汚さずに調理できます。


